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特別利益（負ののれん発生益）及び特別損失（段階取得に係る差損）の計上と 

固定資産の譲渡による特別利益の計上並びに 

平成 28年５月期通期連結業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ 

 
当社は、平成 28年５月期連結決算において特別利益（負ののれん発生益）と特別損失（段

階取得に係る差損）を計上すること、平成 28 年 12 月期連結決算において固定資産の譲渡に
よる特別利益を計上すること並びに平成 27年７月 14日に公表いたしました平成 28年５月期
（平成 27年６月１日～平成 28年５月 31日）通期連結業績予想値と本日公表の決算値に差異
が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１．特別利益（負ののれん発生益）及び特別損失（段階取得に係る差損）の計上について 

平成28年３月15日付の「株式会社石井工作研究所株式（証券コード6314）に対する公開買付

けの結果及び子会社の異動に関するお知らせ」にてお知らせしましたとおり、株式会社石井工作

研究所の連結子会社化に伴い、平成28年５月期連結決算において、負ののれん発生益として554

百万円を特別利益、段階取得に係る差損として410百万円を特別損失として計上いたします。 

 

２．固定資産の譲渡による特別利益の計上について 

上記１の連結子会社化に伴い、株式会社石井工作研究所が平成 28年６月 10日付の「固定資産

の譲渡及び特別利益の計上に関するお知らせ」にて公表した特別利益 177百万円を平成 28 年 12

月期連結決算において特別利益として計上する見込みであります。 

なお、これによる当社連結業績への影響は、本日公表の平成28年５月期決算短信〔日本基準〕

（連結）の平成28年12月期の連結業績予想に織り込み済みであります。 

 

３．平成28年５月期通期連結業績予想値と決算値の差異（平成27年６月１日～平成28年５月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成27年７月14日） 

百万円 

6,714 

百万円 

825 

百万円 

813 

百万円 

491 

円 銭 

21.20 

今回実績（Ｂ） 5,530 370 371 314 13.60 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,183 △454 △441 △176 － 

増減率（％） △17.6 △55.0 △54.3 △35.9 － 

（ご参考）前期実績 

（平成27年５月期） 
5,234 572 1,328 1,112 48.03 

（注） 当社は、平成26年８月１日付で、普通株式１株につき普通株式４株の株式分割を行っております。１株当た

り当期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 



 

差異が生じた理由 

株式会社石井工作研究所の連結子会社化に伴い、装置等関連事業における売上増加があったも

のの、移動体通信事業において、計画未達成となりました。具体的には、平成28年５月が期限で

あったタクシーアナログ無線廃止の需要獲得を目指しておりましたが、システム導入の補助金手

続きに時間を要し、導入案件が第４四半期に集中したために導入対応ができなかったこと、及び

一定の手続きを行うことで例外的に平成 28 年６月１日以降もアナログ周波数の使用が認められ

ることとなったため、翌期以降へ導入時期がズレ込み、計画未達となりました。また、業務用IP

無線システムの防災市場への拡販を目指しておりましたが、市場への浸透が十分ではなく、販路

拡大が一部に留まりました。 

上記により、売上高が前回予想を下回ったこと、事業拡大に向けての人的リソース・海外進出・

Ｍ＆Ａ費用等のコストが先行したことにより、営業利益、経常利益共に前回予想を下回りました。

また、前述の特別利益（負ののれん発生益）及び特別損失（段階取得に係る差損）を計上したこ

とにより、差引き 144 百万円を特別損益として利益計上したものの、経常利益段階での下振れし

た業績を賄うことができずに親会社株主に帰属する当期純利益についても前回予想を下回りまし

た。 

以上 


